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○健康推進課 

日  程 令和３年３月３日（水） 

会  場 第１会議室 

開  会 午前９時００分～午前９時５５分 

出席委員 
小澤高道（委員長）、後藤栄美子（副委員長）、 

平賀 真、児玉信長、大澤和雄 

欠席委員 なし 

説 明 員 佐々木課長、内山補佐、渡邉補佐、門間係長、櫻田係長 
 

№ 質疑応答の概要 

 一般会計 

１ P105 新型コロナウイルスワクチン接種業務について、６５歳未満は基礎疾患の有

無により接種順が異なるが、基礎疾患の有無等の判断はどのように行うのか。 

答 自己申告によるものと考えている。基礎疾患のある方については、かかりつけ

医が事情を把握している場合が多いため、個別接種を推奨していきたい。 

２ P105 新型コロナウイルスワクチン接種に当たって、基礎疾患の種類は国から明示

されているのか。また、町民にも周知予定か。 

答 国から明示されているため、町民に向けて、接種に当たっての注意事項として

配付する予定である。 

３ P105 自殺対策事業について、当町の自殺者の統計的な特徴は。 

答 男性が多く、女性の２倍程度となっている。また、令和２年は、年齢層が５０

代から９０代までと幅広かった。 

４ P107 赤ちゃん誕生応援事業補助金について、国の制度拡充による変更点は。ま

た、年齢制限や利用回数の制限はあるのか。 

答 変更後の助成内容は、令和３年１月１日以降に終了した治療を対象に適用され

る。変更点としては、制度利用初回のみ１回３０万円、２回目以降は１回１５万

円であったものが、２回目以降も３０万円となった。そのほか、所得制限が撤廃

され、事実婚も対象となるなどの拡充があった。また、補助対象年齢は、治療期

間の初日における妻の年齢が４３歳未満であり、助成回数は１子ごとに６回まで

（４０歳以上４３歳未満は３回まで）である。 

 国民健康保険事業勘定特別会計 

５  なし 

 後期高齢者医療特別会計 

６ P09 被保険者数は。また、今後の推移は。 

答 令和３年度は、３，８４６人を見込んでいる。また、令和２年度が３，８９０

人であったことと比較すると、今後もわずかに減少傾向にあると予想される。 
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○福祉課 

日  程 令和３年３月３日（水） 

会  場 第１会議室 

開  会 午前１０時５分～午前１１時１０分 

出席委員 
小澤高道（委員長）、後藤栄美子（副委員長）、 

平賀 真、児玉信長、大澤和雄 

欠席委員 なし 

説 明 員 畠山補佐、柿崎補佐、清水補佐、加藤係長、牧野係長、田村主任 
 

№ 質疑応答の概要 

 一般会計 

７ P83 子ども・若者育成支援事業について、引きこもりの実態を把握しているのか。 

答 現状では、人数などの実態を把握できていない。令和２年度に県が、民生委員

を通じて担当区域内の対象者の調査を行っており、今後、調査結果を参考にしな

がら施策等に反映させていきたい。 

８ P83 子どもの貧困対策整備計画策定支援業務とは。また、貧困に該当する世帯数

は。 

答 現行の計画が令和３年度で期間満了となり、新たな計画を策定するための委託

料である。また、計画策定に併せて、令和３年度に子育て世帯５００世帯を対象

としたアンケートを行い、実態を把握したいと考えている。 

９ P85 シルバー人材センターに登録されている現在の人数は。 

答 約１３０人である。 

１０ P87 特定疾病通院費助成費について、人工透析治療のため通院している人数は。 

答 助成については、在宅で通院により治療を受けている方が対象となっており、

現在４９人である。 

１１ P91 介護用品支給事業について、対象者は。また、おむつは現物支給となるのか。 

答 対象者は、要介護３～５で、半月以上在宅、町税等の滞納がないこと等が条件

となる。なお、おむつは業者からの現物支給であり、３か月に１回申請してもら

い、要介護３で月額５，０００円、要介護４・５で月額６，２５０円を上限に支

給される。 

 介護保険事業勘定特別会計 

１２ P11 保険者機能強化推進交付金等の評価指標とは。 

答 介護予防等に対する自治体の取り組みの達成状況を評価できる客観的指標であ

る。 

１３ P21・23 居宅介護住宅改修費及び介護予防住宅改修費の利用見込みは。 

答 実績に基づき、居宅介護住宅改修費は４８件、介護予防住宅改修費は２４件を

見込んでいる。 

１４ P27 一般介護予防事業の概要は。 

答 いきいき元気塾や転倒予防教室など、様々な教室を開催している。 
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№ 質疑応答の概要 

 介護サービス事業勘定特別会計 

１５ P09 介護サービス事業勘定特別会計の歳入は、本人負担か。 

答 要支援者のケアプラン作成費が国保連からの収入としてあり、本人負担はな

い。 
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○町民生活課 

日  程 令和３年３月３日（水） 

会  場 第１会議室 

開  会 午前１１時１５分～午前１１時４０分 

出席委員 
小澤高道（委員長）、後藤栄美子（副委員長）、 

平賀 真、児玉信長、大澤和雄 

欠席委員 なし 

説 明 員 荒川課長、島田補佐、近藤補佐、渡辺係長、川村係長 
 

№ 質疑応答の概要 

１６ P107 不法投棄の現状は。また、予防策は。 

答 春から夏の期間が多く、年６件程度確認されている。また、県で監視カメラを

設置した箇所があるほか、令和３年度は看板をより効果的なデザインにするなど

の対策をしていきたい。 

１７ P109・111 清華苑の管理業務が民間に委託されて２年となるが、利用者からの評判

は。 

答 苦情等は確認されていない。 

１８ P147・149 防災行政無線戸別受信機は、停電時にも使用できるのか。 

答 電池を入れることで、停電時でも使用することができる。 

１９ P149 空き家等解体費補助金について、補助額を増額した理由は。 

答 空き家の件数が増加傾向にあり、解体を促進したいためである。また、県内の

実態を調査したところ、５０万円を上限に補助している自治体が多く、当町も令

和３年度から個人に対しての補助額の上限を３０万円から５０万円に、自治会に

対しては５０万円を７０万円に増額した。 
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○教育委員会事務局・教育機関 

日  程 令和３年３月３日（水） 

会  場 第１会議室 

開  会 午後１時００分～午後１時４０分 

出席委員 
小澤高道（委員長）、後藤栄美子（副委員長）、 

平賀 真、児玉信長、大澤和雄 

欠席委員 なし 

説 明 員 
後藤次長、木村補佐、鎌田補佐、大高補佐、皆川補佐、田中係長、 

児玉主席主査 
 

№ 質疑応答の概要 

２０ P23 山本中学校法面の補修場所は。また、災害対策によるものか。 

答 校舎に沿って共励館の下側周辺である。また、災害対策によるもので、緊急自

然災害防止対策事業債を活用する予定である。 

２１ P155 ランドセル等購入事業について、ランドセルとヘルメットの単価と個数は。 

答 ランドセルは、＠３３，０００円×７１個で積算し、ヘルメットは、小中学校

合わせて＠３，９２７円×１８２個で積算している。 

２２ P155 高校生支援給付金及び学生支援給付金について、対象者の算出方法は。 

答 高校生支援給付金は、各年度の卒業者数を基に算出している。また、学生支援

給付金は、卒業者数に県内高校生の進学率を乗じて算出している。 

２３ P157 小中学校へのエアコン設置時期は。 

答 ４月には発注し、早ければ６月頃設置したい。 

２４ P157 下岩川小学校の閉校に伴い、記念誌が発行されるとのことだが、配付範囲

は。 

答 下岩川地区の全戸配付を考えている。 

２５ P169 英語検定の検定料補助について、補助対象と積算根拠は。 

答 補助対象は中学生であり、受検する級は限定していない。なお、令和２年１２

月１日現在の生徒数３０４人に、令和２年度の３級検定料３，９００円を乗じて

積算している。 
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上記会議の次第を記載し、その相違ないことを証明するためにここに署名する。 

 

 

 

    予算特別委員会教育民生分科会委員長   小 澤 高 道 

 

 

 


